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3名が一般質問 P7～10

　ふるさと応援基金 使い道決まる
定例会 P2～4

　今年も「中学生チャレンジ議会」開催予定
議会改革推進会議 P13



漁村留学等通学者補助金 200万円 他2件

防犯灯ＬＥＤ化事業 400万円 他2件

　
　

清
掃
委
託
料
の
内
容

は
。

　
　
助
成
金
の
内
容
は
。

　Ｑ
　
　
２
人
体
制
で
委
託
す
る

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
清
掃
業
務

を
１
人
で
予
算
計
上
し
て
い

た
た
め
、
１
人
分
を
追
加
計

上
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
会
員
の
働
く
先
の
開
拓

や
訓
練
教
育
を
実
施
す
る
高＊

齢
者
活
用
現
役
世
代
雇
用
サ

ポ
ー
ト
事
業
の
一
部
を
助
成

す
る
も
の
で
あ
る
。

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
６

０
５
万
８
千
円
を
減
額
し
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
３
３

億
５
６
４
４
万
６
千
円
と
す

る
も
の
で
す
。

︵
総
務
建
設
委
員
会
に
付
託
︶

１
０
０
万
６
千
円

１
０
０
万
円

Ａ

Ａ

３億3千万円

福
祉
セ
ン
タ
ー
清
掃
委
託
料

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

助
成
金

　
第
２
回
定
例
会
を
、
平
成
30
年
６
月
５
日
か
ら
14
日
ま
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
補
正
予
算
８
件
、
条
例
の
改
正
・
制
定
２
件
、
専
決
処
分
９
件
、
工
事
請
負
契
約
の
変
更
３
件
、
字
の
区
域
及
び

名
称
の
変
更
１
件
、
一
部
事
務
組
合
等
の
外
部
規
約
の
変
更
７
件
、
発
議
２
件
、
合
計
32
件
を
審
議
し
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
関
連
で
１
件
、
人
事
案
件
と
し
て
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
11
件
、
固
定
資
産

評
価
委
員
の
選
任
１
件
に
つ
い
て
同
意
し
、
諸
報
告
８
件
を
受
け
、
一
般
質
問
は
３
名
が
行
い
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
　
一
般
会
計
補
正
予
算

項　目 増減金額 主な内容
議 会 費 35万2千円 人事異動に伴う人件費
総 務 費 ▲3249万6千円 人事異動に伴う人件費
民 生 費 480万5千円 シルバー人材センター助成金
衛 生 費 ▲81万5千円 人事異動に伴う人件費
農林水産業費 10万円 人事異動に伴う人件費
商 工 費 1992万6千円 古民家購入費
土 木 費 ▲700万2千円 人事異動に伴う人件費
教 育 費 ▲1208万1千円 人事異動に伴う人件費
諸 支 出 金 115万3千円 渡船事業特別会計繰出

平成30年度一般会計補正予算　歳出の主なもの

シルバー人材センター

い道決まる

　Ｑ

古
民
家
等
購
入
費

　
　

古
民
家
の
運
営
方
法

は
。

　Ｑ
　
　
外
部
委
託
に
よ
る
運
営

を
考
え
て
い
る
。

Ａ

１
６
０
０
万
円

自然環境の保全・生活環境の充実　1100万円

町長が必要と認める事業　3400万円

＊ 【高齢者活用現役世代雇用サポート事業】　育児支援分野や地
域における人手不足分野等に係る取組の推進・拡大を図るた
め、各分野において就業経験を持つ人材をコーディネーター
として雇用する事業。

可
決

定
　
例
　
会
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子ども医療対策事業 4550万円 他1件 プレミアム付商品券発行補助事業 200万円 他3件

ふるさと応援基金

発
　
議

会計名 増減金額 主な内容

渡 船 事 業 77万3千円 渡船職員の増員

国民健康保険 44万2千円 システム改修委託料

後 期 高 齢 者 ▲142万8千円 人事異動に伴う人件費

相島診療所事業 ▲119万6千円 人事異動に伴う人件費

簡易水道事業 210万円 水位計設置工事費

水 道 事 業 471万円 人事異動に伴う人件費

公共下水道事業 ▲714万8千円 人事異動に伴う人件費

平成30年度特別会計補正予算　歳出の主なもの

使

子育て支援・教育の充実  2億2500万円

健康増進・福祉の充実　４６００万円
地域振興（地域創生）　1400万円

総
務
建
設
委
員
会

付
託
審
査
報
告（
要
旨
）

　
古
民
家
等
購
入
費
１
６
０

０
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る

が
、
購
入
後
に
予
想
さ
れ
る

追
加
費
用
も
不
明
確
で
あ

り
、
具
体
的
な
活
用
策
や
収

支
の
見
通
し
な
ど
、
事
業
の

詳
細
を
示
す
よ
う
な
資
料
も

提
示
さ
れ
て
い
な
い
。

　
本
件
に
限
ら
ず
予
算
計
上

前
に
、
今
後
予
想
さ
れ
る
費

用
や
事
業
の
具
体
的
な
活
用

策
、
費
用
対
効
果
を
明
示

し
、
予
算
計
上
さ
れ
る
こ
と

を
委
員
会
と
し
て
強
く
申
し

入
れ
る
。

◆
討
論
◆

︻
反
対
意
見
︼

　
憲
法
改
正
は
、
マ
ス
コ
ミ

の
世
論
調
査
な
ど
で
も
賛
否

が
拮き

っ

抗こ
う

し
て
お
り
、
改
正
を

前
提
と
す
る
意
見
書
に
は
反

対
で
あ
る
。

︻
賛
成
意
見
︼

　
こ
の
意
見
書
は
憲
法
改
正

を
前
提
と
す
る
も
の
で
は
な

く
、
国
民
に
広
く
議
論
を
深

め
る
こ
と
を
求
め
る
内
容
で

あ
り
、
賛
成
で
あ
る
。

国
民
的
議
論
の
喚
起
を
強
く

求
め
る
意
見
書
の
提
出
で

す
。

○
提
案
者

　
髙
木　
義
輔

○
賛
成
者

　
松
井　
和
行

　
牧
野　
真
紀
子

　
庵
原　
伸
一

　
上
畝
地　
白
馬

　
安
武　
寛
憲

賛
成
多
数
で
採
択

　
国
会
に
お
け
る
憲
法
論
議

の
推
進
と
国
民
的
議
論
の
喚

起
を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い

て
　
国
会
で
は
憲
法
審
査
会
が

設
置
さ
れ
、
憲
法
論
議
が
始

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
憲
法
は
国
家
の
基
本
規
程

で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
主
権

者
で
あ
る
国
民
が
幅
広
く
議

論
し
た
結
果
が
反
映
さ
れ
る

べ
き
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
国
会
に
お
い
て
活
発
か

つ
広
範
な
議
論
の
推
進
と
、

専
決
処
分（
平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
）

ふ
る
さ
と
納
税

　
　
確
定
し
た
平
成
29
年
度

の
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
総

額
と
返
礼
品
の
事
業
費
は
。

　Ｑ
　
　
寄
附
総
額
は
10
億
６
７

７
５
万
５
９
４
９
円
で
あ

る
。

Ａ

　
返
礼
品
事
業
費
は
６
億
２

７
１
４
万
６
０
６
８
円
で
あ

る
。

　
　
町
民
が
他
の
自
治
体
に

寄
附
し
た
こ
と
に
よ
り
減
額

と
な
っ
た
町
民
税
は
。

　Ｑ
　
　
４
４
８
７
万
３
３
４
６

円
で
あ
る
。

Ａ

新設中学校建設事業 2億500万円 他1件

定
　
例
　
会
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平成30年第2回（6月）定例会における審議結果
種
別 件　　　名 内　　　容

採　
決

上
畝
地
白
馬

森　
　
秀
司

安
武　
寛
憲

庵
原　
伸
一

大
牟
田
直
人

髙
木　
義
輔

横
大
路
政
之

牧
野
真
紀
子

松
井　
和
行

北
崎　
和
博

専
決
処
分

新宮町税条例の一部を改正する条例の制定 地方税法等の一部を改正する法律が公布されたことに伴う
条例の改正 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長
に
表
決
権
は
あ
り
ま
せ
ん

新宮町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定 地方税法等の一部を改正する法律が公布されたことに伴う
条例の改正 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成29年度新宮町渡船事業特別会計補正予算 歳入歳出それぞれ57万2千円を減額し、歳入歳出の総額を1
億1628万7千円とするもの 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成29年度新宮町国民健康保険特別会計補正予算 歳入歳出それぞれ7455万9千円を減額し、歳入歳出の総額
を26億9812万2千円とするもの　 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成29年度新宮町後期高齢者医療特別会計補正予算 歳入歳出それぞれ1971万8千円を減額し、歳入歳出の総額を
2憶8575万8千円とするもの 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成29年度新宮町相島診療所事業特別会計補正予算 歳入歳出それぞれ84万円を減額し、歳入歳出の総額を6401
万8千円とするもの 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成29年度新宮町簡易水道事業特別会計補正予算 歳入歳出それぞれ1034万8千円を減額し、歳入歳出の総額
を7946万円とするもの 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成29年度新宮町相島漁業集落環境整備事業特別会計補正予算 歳入歳出それぞれ34万2千円を減額し、歳入歳出の総額を
1255万円とするもの 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成29年度新宮町一般会計補正予算 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

条
例

新宮町営住宅の設置、整備及び管理に関する条例の一部を改正
する条例の制定

町営住宅等の整備に関し必要な事項を別に定めるのに当た
り、本条例の中に規定している整備基準に関する部分を改
正するもの

承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

新宮町営住宅等の整備基準に関する条例の制定
町営住宅の設置、整備及び管理に関する条例に規定されて
いる「整備基準」の部分を新たに単独条例として制定するも
の

承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

補
正
予
算

平成30年度新宮町渡船事業特別会計補正予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成30年度新宮町国民健康保険特別会計補正予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成30年度新宮町後期高齢者医療特別会計補正予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成30年度新宮町相島診療所事業特別会計補正予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成30年度新宮町簡易水道事業特別会計補正予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成30年度新宮町水道事業会計補正予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成30年度新宮町公共下水道事業会計補正予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成30年度新宮町一般会計補正予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

契
約
等

工事請負契約の変更（（仮称）新宮町立新宮東中学校新築工事） 変更金額　（変更後）30億4538万4000円
　　　　　（変更前）28億3262万4000円 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

工事請負契約の変更（新宮ふれあいの丘公園造成工事（第8工区）） 変更金額　（変更後）1億250万2800円
　　　　　（変更前）1億12万4640円 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

工事請負契約の変更（新宮ふれあいの丘公園グラウンド（A）整備
工事（第3工区））

変更金額　（変更後）1億4580万円
　　　　　（変更前）1憶1648万8314円 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

そ
の
他

字の区域及び名称の変更 大字三代、大字下府及び大字原上の一部の区域について住
居表示を実施するもの 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

福岡県自治会館管理組合を組織する地方公共団体の数の減少及
び福岡県自治会館管理組合規約の変更

平成30年10月1日から、那珂川町が「那珂川市」に市制施行
することに伴い外部規約を変更するもの 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

福岡都市圏広域行政推進協議会規約の一部変更に関する協議 平成30年10月1日から、那珂川町が「那珂川市」に市制施行
することに伴い外部規約を変更するもの 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

福岡都市圏広域行政事業組合規約の一部変更に関する協議 平成30年10月1日から、那珂川町が「那珂川市」に市制施行
することに伴い外部規約を変更するもの 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

福岡都市圏の市町のスポーツ施設等を相互に他の市町の住民の
利用に供することに関する規約の一部変更に関する協議

平成30年10月1日から、那珂川町が「那珂川市」に市制施行
することに伴い外部規約を変更するもの 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

福岡都市圏の市町の図書館等を相互に他の市町の住民の貸出利
用に供することに関する規約の一部変更に関する協議

平成30年10月1日から、那珂川町が「那珂川市」に市制施行
することに伴い外部規約を変更するもの 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

福岡県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更に関する協議 平成30年10月1日から、那珂川町が「那珂川市」に市制施行
することに伴い外部規約を変更するもの 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

福岡県市町村消防団員等公務災害補償組合規約の変更 平成30年10月1日から、那珂川町が「那珂川市」に市制施行
することに伴い外部規約を変更するもの 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

新宮町農業委員会委員の任命につき認定農業者等が委員の過半
数を占めることを要しない場合の同意

認定農業者等が農業委員の過半数を占めることが、困難で
あるため、委員の少なくとも四分の一を認定農業者等又は
これに準ずる者とするもの

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

人
事

新宮町農業委員会委員の任命 笠
かさ
井
い
　初

はつ
男
お
氏　平成30年8月1日～平成33年7月31日 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

新宮町農業委員会委員の任命 石
いし
川
かわ
　賢

けん
一
いち
氏　平成30年8月1日～平成33年7月31日 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

新宮町農業委員会委員の任命 吉
よし
田
だ
　敬

けい
二
じ
氏　平成30年8月1日～平成33年7月31日 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

新宮町農業委員会委員の任命 阿
あ
部
べ
　三

み
千
ち
里
さと
氏　平成30年8月1日～平成33年7月31日 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

新宮町農業委員会委員の任命 安
やす
武
たけ
　一

かず
明
あき
氏　平成30年8月1日～平成33年7月31日 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

新宮町農業委員会委員の任命 福
ふく
田
だ
　誠

まこと
氏　平成30年8月1日～平成33年7月31日 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

新宮町農業委員会委員の任命 篠
しの
﨑
ざき
　隆

たかし
氏　平成30年8月1日～平成33年7月31日 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

新宮町農業委員会委員の任命 堺
さかい
　千

ち
賀
か
子
こ
氏　平成30年8月1日～平成33年7月31日 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

新宮町農業委員会委員の任命 堀
ほり
田
た
　友

ゆ
紀
き
恵
え
氏　平成30年8月1日～平成33年7月31日 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

新宮町農業委員会委員の任命 松
まつ
井
い
　和

かず
行
ゆき
氏　平成30年8月1日～平成33年7月31日 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

新宮町農業委員会委員の任命 落
おち
石
いし
　好

よし
紀
のり
氏　平成30年8月1日～平成33年7月31日 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

新宮町固定資産評価審査委員会委員の選任 岩
いわ
浪
なみ
　照

てる
美
み
氏　平成30年8月1日～平成33年7月31日 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発
議

国会における憲法論議の推進と国民的議論の喚起を求める意見
書 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○

新宮町議会会議規則の一部を改正する規則の制定 表決の方法を新たに規定するもの 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3ページを参照

2～ 3ページを参照

3ページを参照

3ページを参照

定
　
例
　
会
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

交
付
状
況

〇
交
付
状
況

︵
５
月
31
日
現
在
︶

　
・
申　
請　
　
　
　
４
６
５
８
件

　
・
交
付
済　
　
　
　
４
２
５
６
件

　
・
町
民
所
有
数　
　
４
１
３
３
件

〇平成29年度概況
　特定健診対象者　3233人 受診者1024人
　保健指導対象者　　118人 利用者　59人

　平成30年度の新たな取り組みとして、国
民健康保険に加入している40歳から70歳ま
での5歳おきの節目年齢の方は、特定健診（集
団健診のみ）の自己負担金500円が無料にな
ります。

節目年齢の方の
特定健診が無料に

　
以
前
か
ら
検
討
さ
れ
て
い
た
、「
高
松
神
社
周
辺
地
区
」の
名

称
が「
三
代
西
地
区
」と
決
ま
り
、
住
居
表
示
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
平
成
30
年　
６
月
下
旬　
○
委
託
業
者
選
定

　
　
　
　
　
　
７
月
～　
　
○
現
地
調
査

　
　
　
　
　
　
10
月
中
旬　
○
実
施
区
域
住
民
へ
の
通
知
及
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
業
の
説
明
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
表
示
板
の
設
置
及
び
手
続
き
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布

　
　
　
　
　
　
11
月
17
日　
○
住
居
表
示
実
施

三
代
西
住
居
表
示
の
実
施

　ハンプを設置し、地区内の車両スピードを抑制し、
安全を確保します。
・平成29年度　1箇所　（設置済み）
・平成30年度　1箇所　（設置予定）
・平成31年度　1箇所　（設置予定）

安全対策に向けて
緑ケ浜地区にハ

＊
ンプ設置

西鉄新宮駅の通路整備
　西鉄新宮駅駐輪場と西鉄新宮駅をつなぐ通路の整備について、
西日本鉄道（株）との協議がととのい、整備内容が決定しました。
（平成30年10月上旬完了予定）

西鉄新宮駅の通路整備予定地

緑ケ浜地区に設置されたハンプ

＊ 【ハンプ】　道路の一部を隆起させ、通過する車両に上下の振動を
及ぼすことで運転者に減速を促す構造物の総称。

駐輪場

委
員
会
報
告

総務
建設
総務
建設

幅：約1.4m
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お気軽にお立ち寄りください

タイムカードで日々の勤務時間を把握

40歳以上　骨粗しょう症検診・歯科健診
総合健診項目に追加 !!

　特定健康診査等実施要綱の一部が改正され健診項目が追加されます。
　今年から、40歳以上の人は「骨粗しょう症検診」「歯科健診」をそれぞ
れ500円で受診できます。

　平成30年6月1日から、町立の小中学校において教職
員がタイムカードを打刻しています。
　また、平成30年度は8月13日から8月15日を学校閉庁
日に設定します。

子
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

業
務
の
委
託
状
況

　
平
成
30
年
４
月
よ
り
、
子
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

業
務
の
通
所
療
育
業
務
を「
い
ち
ば
ん
星
」に
委
託
し
て

い
ま
す
。

　
61
名
が
12
の
小
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
指
導
、
14
名
が
個

別
指
導
を
受
け
て
い
ま
す
。

　先端設備導入計画を策定し、町より計画の
認定を受けた企業が一定の要件を満たした場
合、地方税法において固定資産税の特例を受
けることができます。
　町の計画認定を受けたことが確認できれ
ば、順次補助金交付が決定されます。

　
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
、
そ
ぴ
あ
し
ん
ぐ
う
の
喫

茶
コ
ー
ナ
ー
「
カ
ル
デ
ィ
ア
」の
４
月
、
５
月
の
売

上
は
概
ね
目
標
を
達
成
し
て
い
ま
す
。

カ
ル
デ
ィ
ア
の
運
営
順
調

設備投資に係る新たな
固定資産税特例

教職員の働き方改革

委
員
会
報
告

文教
生活
文教
生活
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　一般質問とは、定例会において議員が町の
行財政全般について、町と政策論争をするも
のです。
　質問事項は事前に通告し、質問者は30分
の持ち時間内で質問します。
　第2回定例会の一般質問は、平成30年6月6
日（水）に3名が行いました。
　議事録は、議会事務局及び町立図書館で閲
覧できます。また、質問の様子は録画配信し
ています。（13ページ参照）

１　大牟田直人　　議員………………  8
　•町の人材を発掘、活用する取り組みを

２　庵原　伸一　　議員………………  9
　•制服の自由選択制は

３　上畝地白馬　　議員……………… 10
　•企業版ふるさと納税の導入を

※一般質問の原稿は質問者の提出原稿をもとに作成しています。
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町
政
を
問
う

町
政
を
問
う



社会福祉協議会で募集しています

町で活躍するボランティア講師

　
　
本
町
に
は
町
外
で
講
演

活
動
や
指
導
員
と
し
て
活
躍

し
て
い
る
人
や
、
豊
富
な
経

験
や
専
門
的
な
知
識
、
技
能

を
持
っ
た
人
が
多
く
い
る
。

　
そ
れ
ら
の
人
々
が
町
内
で

活
躍
で
き
れ
ば
、
さ
ら
に
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
が
加
速

し
、
町
民
が
繋
が
り
、
支
え

合
う
ま
ち
づ
く
り
が
進
む
と

考
え
る
。

　
現
在
、町
の
人
材
の
発
掘
、

活
用
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ

て
い
る
の
か
。 

問

　
　
以
前
行
わ
れ
て
い
た「＊
新

宮
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指
導
者

派
遣
事
業
」
の
経
験
を
生
か

し
て
、
町
の
人
材
を
発
掘
、

活
用
す
る
取
り
組
み
が
で
き

な
い
か
。

　
　
　
一
元
化
が
可
能
か
ど

う
か
も
、
研
究
し
て
い
き
た

い
。

町
長

問

大
学
な
ど
と
連
携
し
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
講
師
と
し
て
参
加

し
て
も
ら
い
充
実
し
た
活
動

を
展
開
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
平
成
29
年
度
に
社

会
教
育
課
と
社
会
福
祉
協
議

会
を
中
心
に
、
町
の
関
係
機

関
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
材

情
報
を
一
元
化
、
共
有
化
す

る
土
台
と
な
る
リ
ス
ト
を
作

成
し
た
。

　
今
後
は
、
リ
ス
ト
の
活
用

や
デ
ー
タ
の
充
実
を
関
係
各

課
と
連
携
し
進
め
、
情
報
の

共
有
化
に
つ
な
げ
、
ニ
ー
ズ

に
対
応
で
き
る
適
切
な
マ
ッ

チ
ン
グ
を
行
い
、
満
足
の
い

く
活
用
が
で
き
る
よ
う
に
な

れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

　
　
町
と
繋
が
り
を
持
ち
た

い
、
自
分
の
技
術
を
生
か
し

た
い
と
い
う
人
が
登
録
で

き
、
町
と
繋
が
れ
る
と
い
う

手
段
が
あ
る
の
は
大
切
だ
と

思
う
。

　
人
材
情
報
の
一
元
化
、
特

技
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
を

一
歩
前
進
さ
せ
て
人
材
バ
ン

ク
的
な
も
の
に
し
て
い
く
の

が
理
想
だ
と
思
う
が
、
見
解

は
。

　
　
　
人
材
バ
ン
ク
の
よ
う

な
も
の
を
作
る
こ
と
は
大
事

な
こ
と
だ
と
思
う
。
関
係
各

課
で
本
人
の
承
諾
を
得
な
が

ら
、
登
録
し
て
い
き
た
い
。

問

町
長

　
　
将
来
的
に
は
人
材
バ
ン

ク
に
登
録
し
た
い
人
の
窓
口

を
一
元
化
し
て
い
た
ほ
う
が

良
い
と
思
う
が
、
見
解
は
。

問

　
　
　
講
師
な
ど
の
人
材
を

必
要
と
す
る
と
き
に
担
当
課

が
持
っ
て
い
る
リ
ス
ト
を
活

用
し
、
講
師
の
派
遣
、
斡
旋

を
し
て
い
る
。

町
長

　
　
　
「
新
宮
町
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
指
導
者
派
遣
事
業
」

は
講
師
と
町
民
の
マ
ッ
チ
ン

グ
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ

た
。

　
現
在
は
、
文
化
協
会
や
お

も
て
な
し
協
会
、
福
岡
工
業

町
長

　
社
会
福
祉
協
議
会
に
お
い

て
、
特
技
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募

集
を
開
始
す
る
な
ど
新
た
な

人
材
発
掘
の
取
り
組
み
も
計

画
し
て
い
る
。

一
般
質
問
　
町
政
を
問
う

大牟田直人 議員

町の人材を発掘、
活用する取り組みを

情報を共有し
ニーズに対応町長

＊ 【新宮町ボランティア指導者派遣事業】　住民相互の学習活動を
支援するため、ボランティア指導者の人材登録を行い、指導者
を派遣する事業。平成10年から18年にかけて実施された。
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自由選択制を採用している学校の制服（㈱トンボ提供）

庵原　伸一 議員

　
　
全
国
的
に
性
別
に
関
係

な
く
自
由
に
選
べ
る
制
服
を

導
入
す
る
学
校
が
増
え
て
い

る
。
こ
れ
は
「＊
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
」

を
は
じ
め
と
す
る
性
的
少
数

者
に
も
配
慮
し
た
も
の
で
、

保
護
者
や
子
供
た
ち
の
意
見

を
聴
き
、
ス
ラ
ッ
ク
ス
や
ス

カ
ー
ト
な
ど
を
自
由
に
選
べ

る
制
服
の
導
入
が
進
ん
で
い

る
。

　
本
町
も
年
々
中
学
生
の
数

が
増
加
し
、
今
後
は
さ
ら
に

生
徒
へ
の
き
め
細
や
か
な
対

応
が
求
め
ら
れ
る
の
で
は
と

考
え
る
。

　
制
服
の
自
由
選
択
は
、
生

徒
が
自
分
ら
し
く
生
き
た
い

と
い
う
多
様
性
の
尊
重
を
教

育
の
中
で
実
現
し
て
い
く
こ

と
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
る

が
、
次
の
こ
と
に
つ
い
て
見

解
を
伺
う
。

　
制
服
の
自
由
選
択
制
に
つ

い
て
、
生
徒
や
保
護
者
か
ら

の
要
望
の
有
無
な
ど
、
現
状

は
。

　
　
　
時
期
尚
早
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

問

　
　
制
服
の
自
由
選
択
制
に

つ
い
て
の
町
の
見
解
は
。

問町
長

　
　
　
　
学
校
生
活
に
お
け

る
支
援
と
し
て
、
服
装
は
、

自
認
す
る
性
別
の
制
服
、
衣

服
や
体
操
着
の
着
用
を
認
め

る
事
例
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
本
町
も
性
多
様
性
に
つ
い

て
認
識
し
理
解
を
深
め
、
さ

ら
に
差
別
や
偏
見
を
生
ま
な

い
、
性
を
認
め
合
う
教
育
の

充
実
を
基
盤
に
、
児
童
生
徒

が
安
心
し
て
学
校
生
活
を
送

る
た
め
に
必
要
な
支
援
や
相

談
で
き
る
環
境
を
整
え
て
い

き
た
い
。

教
育
長

　
　
制
服
の
自
由
選
択
制
導

入
の
考
え
は
。

問

　
　
ニ
ー
ズ
調
査
や
今
後
の

制
服
に
つ
い
て
考
え
て
い

く
、
制
服
の
自
由
選
択
制
に

関
す
る
検
討
委
員
会
の
設
置

の
考
え
は
。

問

　
　
　
　
現
在
、
学
校
、
地

域
の
保
護
者
代
表
で
組
織
す

る
新
設
中
学
校
開
校
準
備
委

員
会
の
専
門
部
会
で
、
制
服

に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い

る
。

　
新
た
な
検
討
委
員
会
を
設

置
す
る
考
え
は
な
い
。

教
育
長

　
　
　
　

制
服
に
関
し
て
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
を

行
っ
た
こ
と
は
な
い
。

　
ま
た
、
教
育
委
員
会
や
学

校
へ
の
要
望
事
項
と
し
て
挙

が
っ
て
き
た
も
の
は
な
い
。

教
育
長

一
般
質
問
　
町
政
を
問
う

制服の自由選択制は

支援や相談できる
環境から整えたい 教育長

＊ 【LGBT】　性的少数者を限定的に指す言葉。「Ｌ」レズビアン、「Ｇ」ゲイ、
　「Ｂ」バイセクシャル、「Ｔ」トランスジェンダーの頭文字をとったもの。
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「＊
企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
」
の
成
功
事
例
が
挙
が
り

始
め
て
お
り
、
こ
れ
は
自
治

体
運
営
の
一
つ
の
手
段
に
な

る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。

　
日
本
で
は
、
人
口
減
少
社

会
が
加
速
す
る
と
想
定
さ
れ

て
お
り
、
減
少
が
予
想
さ
れ

る
町
の
自
主
財
源
で
は
、
今

後
思
い
切
っ
た
事
業
展
開
が

で
き
な
い
可
能
性
が
あ
る
。

　
こ
れ
か
ら
は
企
業
と
協
力

し
事
業
を
進
め
て
い
く
こ
と

が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
る

が
、
現
時
点
で
の
企
業
と
の

協
業
や
企
業
か
ら
の
寄
附
の

現
状
は
。

問

　
　
　
公
共
施
設
に
は
空
き

ス
ペ
ー
ス
が
な
い
。

　
活
用
可
能
な
空
き
家
の
情

報
を
収
集
し
て
お
り
、
立
花

口
、
相
島
に
お
い
て
は
、
活

用
可
能
な
空
き
家
や
古
民
家

が
そ
れ
ぞ
れ
２
、３
軒
あ
る
。

町
長

　
　
「
企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
」の
導
入
は
で
き
な
い
か
。

問

　
　
働
き
方
改
革
が
進
む
な

か
、「
テ
レ
ワ
ー
ク
」
に
注

目
が
集
ま
っ
て
い
る
。
町
内

の
古
民
家
や
公
共
施
設
な
ど

の
空
き
ス
ペ
ー
ス
を
サ＊
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
と
し
て
再
利

用
で
き
れ
ば
、
メ
リ
ッ
ト
と

し
て
、
企
業
側
は
コ
ス
ト
ダ

ウ
ン
に
繋
が
り
、
町
は
オ

フ
ィ
ス
周
辺
の
人
口
増
加
が

考
え
ら
れ
る
。

　
町
が
「
テ
レ
ワ
ー
ク
」
社

会
の
実
現
に
積
極
的
に
関
与

す
る
こ
と
で
、
東
部
地
区
や

相
島
地
区
に
お
け
る
地
域
振

興
の
核
に
な
る
と
考
え
る
。

　
公
共
施
設
な
ど
の
空
き
ス

ペ
ー
ス
や
、
東
部
地
区
や
相

島
地
区
に
お
け
る
空
き
家
の

状
況
は
。

　
　
　
企
業
と
実
施
し
て
い

る
事
業
は
、
新
宮
町
全
戸
に

配
布
し
て
い
る
「
新
宮
町
く

ら
し
の
便
利
帳
」
が
あ
る
。

　
ま
た
、
地
元
企
業
か
ら
は

ま
つ
り
新
宮
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
時
に
、
物
品
や
寄
附
金
を

頂
い
て
い
る
。

問

町
長

　
　
　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
事
業
を
実
施
す
る
に
は
、

ま
ち
ひ
と
し
ご
と
創
生
寄
附

活
用
事
業
を
企
画
立
案
し
、

地
域
再
生
計
画
と
し
て
事
業

認
定
を
受
け
る
必
要
が
あ

る
。

　

事
業
が
企
業
に
認
め
ら

れ
、
寄
附
に
繋
が
る
か
は
、

企
画
次
第
だ
と
思
う
。

　
導
入
に
つ
い
て
は
、
ど
の

よ
う
な
事
業
が
あ
り
、
そ
の

事
業
を
ど
う
組
み
立
て
て
申

請
し
て
い
く
の
か
、
先
進
事

例
な
ど
を
研
究
し
、
検
討
し

て
い
き
た
い
。

町
長

企業と共に地域をつくる
「企業版ふるさと納税」

自然の中でも仕事ができるテレワーク

テ＊
レ
ワ
ー
ク
を
核
と
し
た
地
域
振
興
を

　
　
町
内
の
古
民
家
や
空
き

家
、
公
共
施
設
な
ど
の
空
き

ス
ペ
ー
ス
を「
テ
レ
ワ
ー
ク
」

の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
と

し
て
提
供
し
、
地
域
の
人
口

増
加
や
雇
用
創
出
に
繋
げ
る

振
興
策
は
出
来
な
い
か
。

問
　
　
　

ス
ペ
ー
ス
活
用
は
、

立
花
口
で
は
、
来
訪
者
と
住

民
の
交
流
拠
点
と
し
て
、
相

島
で
は
移
住
定
住
や
宿
泊
施

設
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
を

検
討
し
て
い
く
。
雇
用
創
出

や
定
住
促
進
策
と
し
て
の
サ

テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
提
供

や
テ
レ
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
は

研
究
を
し
て
い
く
。

町
長

一
般
質
問
　
町
政
を
問
う

上畝地白馬 議員

企業版ふるさと納税
の導入を

先進事例などを
研究し検討したい町長

＊ 【企業版ふるさと納税】　平成28年度に創設された制度。地方
公共団体の地方創生に係る事業に対して企業が寄附を行う
と、寄附金額の最大6割が法人住民税などから控除される。
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新
設
中
学
校
建
設
に
関
す
る
特
別
委
員
会

新
宮
町
地
域
振
興
及
び
地
域
活
性
化
特
別
委
員
会

門
、
昇
降
口
、
階

段
、
教
室
、
体
育

館
、
ビ
ッ
グ
ル
ー

フ
な
ど
、
詳
細
に

完
成
後
の
イ
メ
ー
ジ
が
わ
か
る
映
像
で
し
た
。

　
開
校
準
備
委
員
会
の
報
告
で
は
、「
校
歌
は
い
ろ
い
ろ

な
人
の
思
い
も
あ
る
の
で
、
新
宮
中
学
校
と
同
じ
曲
で
歌

詞
だ
け
変
更
し
て
は
」と
い
う
意
見
や
、「
校
章
は
美
術
部

を
中
心
に
案
を
出
し
て
、
生
徒
の
意
見
を
尊
重
し
て
は
」

な
ど
の
意
見
も
出
さ
れ
、
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る

と
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　
着
実
に
新
設
中
学
校
の
開
校
ま
で
の
準
備
が
進
ん
で
い

る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
平
成
30
年
６
月
７
日
、
第
12
回
の
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
相
島
活
性
化
プ
ラ
ン
と
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
調

査
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
相
島
活
性
化
プ
ラ
ン
の「
移
住
に
関
す
る
取
り
組
み
」で
は
、
小
学
生
12
名
、
中
学
生
３
名
の
漁
村
留
学
の
受
け
入
れ

を
実
施
し
、
島
の
子
ど
も
達
の
活
動
の
幅
が
広
が
っ
た
と
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
調
査
委
託
は
、
平
成
30
年
６
月
末
に
入
札
し
、
７
月
上
旬
に
業
者
が
決
定
さ

れ
ま
す
。
今
後
は
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
利
用
台
数
の
見
込
み
な
ど
概
略
調
査
し
、
国
土
交
通
省
に
計
画
書
を
提
出
す
る

予
定
で
あ
る
と
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

相島活性化プランで相島を元気にしよう

　
　
漁
村
留
学
生
の
通
学

時
間
は
、
平
均
し
て
ど
の

位
か
か
っ
て
い
る
の
か
。

　Ｑ
　
　

マ
リ
ン
ク
ス
、
渡

船
、
徒
歩
の
合
計
で
約
50

分
か
か
っ
て
い
る
。

Ａ
　
　
活
性
化
プ
ラ
ン
が
島

の
経
済
に
プ
ラ
ス
効
果
を

あ
ら
わ
す
こ
と
に
疑
問
が

あ
る
が
、
地
域
の
産
業
振

興
に
つ
な
が
る
見
通
し
は

あ
る
の
か
。

　Ｑ

抑
え
る
」「
新
た
な
移
住

者
を
受
け
入
れ
る
」を
柱

と
し
た
環
境
づ
く
り
か

ら
、
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。　

　
　
観
光
に
関
す
る
取
り

組
み
が
５
項
目
あ
る
が
、

将
来
像
は
。

　Ｑ

　
　
移
住
者
を
受
け
入
れ

る
具
体
策
は
。

　Ｑ

　
　
協
議
会
に
諮
り
な
が

ら
進
め
て
い
く
。

Ａ

　

平
成
30
年
６

月
７
日
、
新
設
中

学
校
に
関
す
る

特
別
委
員
会
を

開
催
し
、
完
成
イ

メ
ー
ジ
動
画
の

視
聴
と
、
第
４
回

新
設
中
学
校
開

校
準
備
委
員
会

の
報
告
を
受
け

ま
し
た
。

　

完
成
イ
メ
ー

ジ
動
画
は
、
校

新宮東中学校のイメージ図

　
　
「
子
ど
も
を
産
み
育

て
や
す
い
環
境
を
つ
く

る
」「
島
外
へ
の
転
出
を

Ａ

　
　
交
流
人
口
は
猫
ブ
ー

ム
で
増
え
て
い
る
。

　
食
事
す
る
場
所
が
去
年

か
ら
少
し
ず
つ
で
き
た
の

で
、
滞
在
型
の
環
境
は

整
っ
て
き
た
と
思
う
。

Ａ
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議
場
見
学
や
、
各
市
町
の

離
島
が
抱
え
る
問
題
や
課

題
に
つ
い
て
の
意
見
交
換

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
後
は
福
岡
県
に
対
す

る
離
島
振
興
の
要
望
活
動

や
先
進
地
の
視
察
な
ど
、

県
内
全
て
の
離
島
を
取
り

巻
く
環
境
の
向
上
を
目
指

し
て
活
動
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

　
平
成
30
年
５
月
30
日
に
中
央
駅
西

区
公
民
館
に
お
い
て
、「
西
鉄
サ
ニ

ー
ヴ
ィ
ラ
新
宮
中
央
駅
前
団
地
」の

方
々
と
の
座
談
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
西
鉄
サ
ニ
ー
ヴ
ィ
ラ
団
地
の
生
活

環
境
に
お
け
る
問
題
や
課
題
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

　
今
後
、
議
会
と
し
て
座
談
会
で
頂

い
た
意
見
を
調
査
研
究
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

県
離
島
議
長
会
総
会

小
グ
ル
ー
プ
と
議
員
の
座
談
会

文
教
生
活
委
員
会
町
内
視
察

離島の振興・活性化を意見交換

　各種団体、小グループなど、気軽な感じで
の意見交換の場にしたいと思っています。

　希望される方は議会事務局まで
お問い合わせください。

☎ 092-963-1737（直）

気軽な感じで

議会と
意見交換しませんか？

議会との座談会のご案内

　
平
成
30
年
４
月
19
日
、

文
教
生
活
委
員
会
は
町
内

視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　
役
場
庁
舎
内
、
福
祉
セ

ン
タ
ー
、
シ
ー
オ
ー
レ
新

宮
、
そ
ぴ
あ
し
ん
ぐ
う
に

お
い
て
、
所
管
す
る
各
課

よ
り
職
員
の
紹
介
と
担
当

事
務
の
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

　
ま
た
、
相
島
で
は
、
渡

船
船
員
宿
舎
と
漁
村
留
学

の
様
子
を
視
察
し
ま
し

た
。

　
と
て
も
有
意
義
な
視
察

に
な
り
ま
し
た
。
今
後
の

委
員
会
活
動
に
生
か
し
て

い
き
ま
す
。

活発な意見交換を行いました

　
平
成
30
年
６
月
29
日
、

福
岡
県
離
島
振
興
市
町
村

議
会
議
長
会
総
会
が
福
岡

市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
あ
い
に
く
の
荒

天
に
よ
り
、
予
定
さ
れ
て

い
た
小
呂
島
の
視
察
並
び

に
総
会
が
変
更
と
な
り
、

福
岡
市
議
会
に
お
い
て
の

開
催
に
な
り
ま
し
た
。

　
総
会
後
は
、
市
議
会
の

上：社会教育課を視察（そぴあしんぐう）
下：漁村留学視察（新宮中学校相島分校）

議
会
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
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　平成30年９月３日（月）午前９時30分から開催予
定です。
　一般質問は、４日（火）、５日（水）それぞれ午前
９時30分から予定されています。
　お気軽に傍聴にお越しください。

※�日程、開始時間は変更になる場合があります。

※�日程表は８月30日（木）、役場・そぴあしんぐ
う・シーオーレ新宮などに掲示し、ホームペー
ジでも見ることができます。

※�傍聴されるときは、３階議会事務局で受付をし
てください。

※�役場・そぴあしんぐう・シーオーレ新宮のロビー
のテレビでも議会中継を見ることができます。

　新宮町ホームページにアクセスして「問い合わ
せ」よりメールフォームにて送信をお願いします。

●●
●● ご意見をお待ちしてます ●●

●●

議会中継を
しています！

　インターネット配信による議会中継を
行っています。
　お手元のパソコンで、世界のどこから
でも見ることができます。

【アクセス方法】
新宮町ホームページより
議会→議会中継または録画配信をクリック

平成30年4月１日から平成30年6月30日までの

アクセス件数

アクセス累計（12,048 件）

９月議会のお知らせ

議
会
改
革
推
進
会
議

９月議会のお知らせ

　
平
成
30
年
６
月
７
日
、

議
会
改
革
推
進
会
議
を
開

催
し
、
中
学
生
チ
ャ
レ
ン

ジ
議
会
の
実
施
方
法
と
、

議
会
に
お
け
る
自
由
討
議

の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討

を
行
い
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
と
調
整

し
、「
中
学
生
チ
ャ
レ
ン

ジ
議
会
」は
今
年
度
も
実

施
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま

し
た
。

　
自
由
討
議
の
あ
り
方
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
取

り
組
ん
で
き
た
議
会
基
本

条
例
の
検
証
を
踏
ま
え
、

仕
組
み
づ
く
り
の
検
討
を

行
い
、
実
施
要
綱
策
定
に

向
け
て
引
き
続
き
本
町
議

会
に
合
っ
た
自
由
討
議
の

形
を
調
査
研
究
し
て
い
き

ま
す
。

昨年度の「中学生チャレンジ議会」

議
会
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

中学生チャレンジ議会
～新宮中生徒会に議員が問う～

　昨年に引き続き「中学生チャレンジ議会　
～新宮中生徒会に議員が問う～」の開催を平
成30年11月に予定しています。
　実施方法は、生徒
会活動に関して議員
が質問し、新宮中学
校生徒会役員が答弁
する形式で行います。
　詳細は議会だより
第83号にてお知らせ
いたします。
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訪問
立町新宮

中宮 学校新 連 載

【青ブロック】
・ＳＮＳは夜中は使わず、家族とルールを決める。タイムラインは廃止。
・ラインを使うときは相手をほめる。ありがとうをたくさん使う。
【赤ブロック】
・「死ね」など「命に関わる」言葉は絶対に使わない。
・普段でも傷つくのにラインだと気持ちが伝わりにくく傷ついてしまう。
【緑ブロック】
・伝わりにくいことは学校で話す。
・全校の３５０人がＳＮＳを使用していない。
・「持っているのが当たり前」という雰囲気を作らない。
【黄ブロック】
・チェーンメールは無視する。グループラインで迷惑だと思ったら終わる。

●　各ブロックの提言　●

生徒会役員・ブロック長・副ブロック長による熟議の様子

●　

第
２
回「
生
徒
の
時
間
」の
実
施（
６
月
７
日
）　

●

　

新
宮
中
学
校
で
は
、
生
徒

に
よ
る
、
生
徒
の
た
め
の
、

「
生
徒
の
時
間
」を
年
７
回
設

け
て
い
ま
す
。

　

生
徒
主
体
で
様
々
な
目
標

や
課
題
を
自
分
た
ち
の
手
で

達
成
、
解
決
す
る
た
め
の
取

り
組
み
で
す
。

　

本
年
度
、
第
２
回「
生
徒
の

時
間
」で
は
、
情
報
通
信
に
つ

い
て
発
表
し
ま
し
た
。

　
情
報
通
信
で
は
、
携
帯
・
ス
マ
ホ
の
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か

ら
、
学
年
が
上
が
る
に
つ
れ
て
ス
マ
ホ
の
使
用
率
が
上
が
り
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
は
相
手
の
気
持
ち
が
伝
わ
り
に
く
い
な
ど
の
結
果
が
出
て

い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
が
原
因
で
、
ト
ラ
ブ
ル
と
な
り
不
登
校
等
に
も
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
生
徒
会
役
員
、
ブ
ロ
ッ
ク
長
、
副
ブ

ロ
ッ
ク
長
が
熟
議
を
重
ね
、
今
回
、

全
校
生
徒
に
提
案
し
ま
し
た
。

「
10
時
で
使
用
を
や
め
る
」

「
伝
わ
り
に
く
い
言
葉
は
や
め
る
」

「
相
手
の
立
場
に
な
っ
て
考
え
る
」

　
ご
家
庭
で
も
、
再
度
考
え
る
機
会

に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
生
徒
会
役
員
、
ブ
ロ
ッ
ク
長
、
副

ブ
ロ
ッ
ク
長
の
頑
張
り
は
素
晴
ら
し

か
っ
た
で
す
。
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生徒の時間

目標や課題解決を

自分たちの手で


